
●携帯電話網活用により自治体での通信網構築・保守管理が不要
●災害による携帯電話網停波時も衛星を活用して情報伝達を継続
●屋外スピーカーの他、アプリ・LINE等多様なメディアへ一斉配信

確実に情報をつたえる
携帯網を活用した防災情報伝達システム

減災コミュニケーションシステム®

準天頂衛星
みちびき

災危通報
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〈特徴①〉
電波課題の解消と事業費抑制
自治体内全域をカバーする高品質、
広帯域な無線を活用

〈特徴④〉
災害時の運用継続性
庁舎設備停止時でも情報発信を
継続できる仕組みの搭載

〈特徴⑤〉
音質向上と遅延解消
スピーカ性能を最大限に活かせる
音質の確保

〈特徴②〉 情報伝達の確実性向上
準天頂衛星システムみちびきを活用した伝達の多重化により、
激甚災害による地上系ネットワーク停波時も伝達を継続

〈特徴③〉 情報伝達手段の多様性
広く普及し、生活に浸透するスマホ・携帯の積極活用を軸に
多様な手段を組み合わせた確実な情報伝達を実現

タブレット端末


